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　湯村温泉街で、6月 17 日に開催した「第 19 回全日本かくれんぼ大会」。” かくれんぼ大会 ”
でありながら仮装審査があるこの大会で、今年の仮装の部・最優秀賞に輝いたのは『湯～たん分
裂⁉～ココロはひとつ～』。湯村温泉のゆるキャラ「湯～たん」が 4人の隠れ人の持つパーツご
とに分裂する仮装で、その仕掛けと愛嬌に本物の湯～たんも顔負けの人気となっていました。
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町政のうごきから

  第 19 回   全日本かくれんぼ大会

「もういいよ」を合図に、町民センター前からオニが一斉にスタート！

　6 月 17 日、湯村温泉街で「第 19 回全日本かくれんぼ大会」を開催。当日は、
全国各地から、オニ 158 人と隠れ人 141 人が参加しました。多くの参加者が
思い思いに仮装し、異空間となったこの日の湯村温泉街。” かくれんぼ ” をし
ながら写真撮影を楽しみ、参加者同士や住民・観光客との交流も盛んに行われ
ていました。　　　　　　　　　　　　▼問合せ　商工観光課　℡ 82-5625

閉会式では、仮装の部の表彰や湯村温泉旅館の宿泊券・豪華
旅行券などが当たる抽選会で大盛り上がり。

オニは隠れ人を見つけて奉行所（朝野家通用門）に連行し、富くじを引きます。「大吉」は、2人で賞品をもらって隠れハー
トを探すウォークラリーへ。「末吉」は、おやすみ処で一緒に地元グルメを味わう楽しいペナルティで足止めを受けます。

“分

裂
” せ
ずに、かくれんぼ

中
!

自慢の仮装で写真撮影会。参加者同士の交流を楽しん
でいました。

（奉行所） （ウォークラリー） （おやすみ処）
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町政のうごきから

　
「
二
日
市
配
水
池
」
は
、
浜
坂
市

街
地
な
ど
の
中
心
エ
リ
ア
に
給
水
を

行
っ
て
お
り
、
浜
坂
地
域
全
体
計
画

給
水
人
口
８
９
５
９
人
の
う
ち
、
約

80
％
に
当
た
る
７
０
４
１
人
が
利
用

す
る
大
変
重
要
な
配
水
池
で
す
。

　

配
水
池
の
規
模
も
新
温
泉
町
内

の
水
道
施
設
の
中
で
最
大
規
模
を

誇
り
、
旧
配
水
池
の
1.5
倍
と
な
る

１
８
０
０
㎥
の
貯
水
容
量
が
あ
り
ま

す
。
構
造
は
、
耐
震
性
に
優
れ
、
衛

生
的
で
、
経
年
劣
化
の
影
響
を
受
け

に
く
い
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
製
（
Ｓ
Ｕ

Ｓ
製
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
震
等
の
災
害
時
に
お
け
る
給
水
拠

点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
配
水
池

に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
、
非
常
時

に
飲
料
水
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
も
安

心
・
安
全
な
水
質
の
水
道
水
を
安
定

し
て
皆
さ
ん
に
供
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

旧
二
日
市
配
水
池
（
昭
和
49
年
築
造
）
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
の

現
地
調
査
・
耐
震
診
断
で
改
修
の
基
本
方
針
を
策
定
し
て
以
降
、
計
画
的
に
整

備
を
進
め
て
き
た
二
日
市
配
水
池
が
平
成
30
年
3
月
に
完
成
し
、
5
月
29
日
か

ら
新
配
水
池
で
給
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

…

上
下
水
道
課　

℡
82
‐
３
１
１
４

「二日市配水池」が完成 ～ 給水を開始しました ～

施
設
見
学
会
を
開
催

　

6
月
29
日
、
配
水
池
の
施
設
見

学
会
を
行
い
、
給
水
区
域
の
区
長

や
地
元
住
民
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
施
設
の
屋
上
に
上

る
な
ど
見
学
を
し
な
が
ら
、
施
設

の
概
要
や
浜
坂
上
水
道
の
各
家
庭

ま
で
の
水
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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町政のうごきから
な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀　
　

人
権
啓
発
推
進
条
例
制
定
の
ま
ち

8
月
は
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を

す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
で
す

　

人
権
啓
発
活
動

◎
7
月
25
日
（
水
）

▼
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発

　

町
内
の
事
業
所
に
啓
発
の
ぼ
り
の
設

置
、
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

職
場
で
も
人
権
学
習
会
開
催
等
啓
発
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
人
権
学
習
会
を
開
催
す
る
場
合
は
講

師
の
手
配
を
し
ま
す
の
で
、
文
化
会

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
は
、
8
月
を
町
民
運
動
の
推
進
強
調
月
間
と

し
て
「
な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の

21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
街
頭
啓
発
、
人
権
講

演
会
、
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な

ど
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
は
公
用
車
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼
っ
て
啓
発
を
行

い
ま
す
。
人
権
文
化
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
町
全

体
で
の
取
組
が
必
要
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
い
て
人
権
啓
発
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

文
化
会
館　
　

℡
82
‐
３
３
２
８

◎
８
月
1
日
（
水
）

▼
各
地
区
街
頭
啓
発

　
（
朝
・
夕　

町
内
8
か
所
で
実
施
）

　

各
地
区
推
進
実
行
委
員
会
の
委
員

が
、
啓
発
の
ぼ
り
の
設
置
や
放
送
し
な

が
ら
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

▼
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
※
雨
天
中
止

　
（
た
じ
ま
農
協
浜
坂
支
店
駐
車
場
）

　

午
後
５
時
か
ら
、
浜
坂
少
年
少
女
音

楽
隊
・
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

等
を
行
い
ま
す
。

▼
街
頭
パ
レ
ー
ド
※
雨
天
中
止

　
（
た
じ
ま
農
協
浜
坂
支
店
駐
車
場
～

　

浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
）

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
、
浜
坂
少
年
少

女
音
楽
隊
と
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

演
奏
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
す
。

※
各
地
区
人
権
学
習
会
の
ご
案
内
は
、

広
報
お
知
ら
せ
版
7
月
号
（
７
月
26

日
発
行
）
に
掲
載
し
ま
す
。

街頭パレードの様子（昨年）

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　　　　　　　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916
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新温泉町 人権を考えるつどい

と　き ところ8 月 4 日（土）
午後 1 時 30 分（開場：午後 1 時）

夢ホール
（入場無料）

  人権講演会（トーク＆ライブ）

『 出会い・つながり・絆 』
　　　　　和太鼓ユニット「絆」 

◎ 人権ポスター・人権標語のパネル展示、優秀作品表彰式も行います。

▼問合せ　生涯教育課　℡ 82-5629

～響け！人権の未来へ～

　和太鼓は日本に誇る伝統文化です。しかし、和太鼓に不可欠な皮革の処理・加工をする職業に就くことで差別の対象
とされてきた歴史があります。伝統楽器に対する高い評価とは裏腹に「作り手」に対する差別の歴史は知られていません。
　また、和太鼓の演奏は「作り手」に託されることはなく、叩くことができなかった歴史もあります。
　「差別？そんな昔のこと言われても…」「差別なんてもうないでしょ？」　そんな言葉に今も苦しんでいる人がいます。
　差別を許さない力強い和太鼓の演奏をお楽しみください。

◆和太鼓ユニット「絆」のプロフィール
【2014 年】大阪の太鼓グループ太鼓集団「怒」、浅香
太鼓集団「獅子」、北芝解放太鼓保存会「鼓吹」、太鼓
集団「疾風」、太鼓集団「魁」、太鼓サークル「蛍」の
6チームで構成される、太鼓ユニット「絆」結成（代
表 : 谷本直也）
【2015 年】イギリス講演、その他国内外で活躍（3月）、
玖珠町人権を考える町民のつどいで講演（12月）……
【2016 年】第 30回人権啓発研究集会（全国集会）に
おいてオープニングアクトをつとめる（2月）、4月
の熊本地震後はチャリティーイベントを行うなど、被
災地での直接的な支援活動にも取り組む。

【広告】

上島プロパンは電気も取
扱中！

上島プロパンは電気も取
扱中！

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」は、石油・ガス・電力等
を供給販売する売上高10兆円の日本最大の総合エネル
ギー企業。

☎82-3110
再値下げの８月ご使用分より再値下げの８月ご使用分より 100件中16件が切替中！

全国では770万件が切替！（5月末現在）
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▼問合せ　健康福祉課　国保医療係　℡ 82-5620

　

全
て
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

高
齢
者
と
若
者
の
間
で
の
世
代
間
の
公

平
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
医
療
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り

平
成
30
年
8
診
療
分
か
ら
、
70
歳
以
上

の
皆
さ
ん
（
国
民
健
康
保
険
加
入
の
70

歳
以
上
の
方
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
の
方
）
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
下
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
区
分
に
変
更
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

　

　70歳以上の皆さんへ

高額療養費制度の改正について
～８月から医療費の自己負担限度額が変わります～

◆高額療養費制度とは◆
　ひと月に支払った医療
費が高額になり、決めら
れた限度額を超えた場合
に、限度額を超えて支
払った分を払い戻す制度
です。
　限度額は、個人もしく
は世帯の所得に応じて決
まります。

70 歳以上の方の自己負担限度額（月ごと）

平成 30 年 7 月まで

適用区分
外来＋入院

（世帯ごと）
外来

（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得 145 万
円以上の方

57,600 円

80,100 円＋

（医療費－267,000円）×1％

〈多数回 44,400 円※2〉

一  

般
課税所得 145 万
円未満の方※ 1

14,000 円
（年間上限：
…14 万 4,000 円）

57,600 円

〈多数回 44,400 円※2〉

住
民
税
非
課
税

Ⅱ 住民税非課税
　 世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税
 　世帯（年金収入
      80 万円以下など）

15,000 円

※ 1　世帯収入の合計額が 520 万円未満（1人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や「旧ただし書所得」の合計額
　　　が 210 万円以下の場合も含みます。
※ 2　過去 12か月以内に 3回以上、限度額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、限度額が下がります。

健康福祉課（国保医療係）からのお知らせ

平成 30 年 8 月から

適用区分
外来＋入院

（世帯ごと）
外来

（個人ごと）

現
役
並
み

Ⅲ  課税所得 690
     万円以上の方

252,600 円＋
（医療費－ 842,000 円）× 1％
〈多数回 140,100 円※2〉

Ⅱ  課税所得 380
     万円以上の方

167,400 円＋
（医療費－ 558,000 円）× 1％
〈多数回 93,000 円※2〉

Ⅰ  課税所得 145
     万円以上の方

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）× 1％
〈多数回 44,400 円※2〉

一  

般
課税所得 145 万
円未満の方※ 1

18,000 円
（年間上限：
…14 万 4,000 円）

57,600 円

〈多数回44,400円※2〉

住
民
税
非
課
税

Ⅱ 住民税非課税
　 世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税
 　世帯（年金収入
      80 万円以下など）

15,000 円



7 広報しんおんせん（7月号）

H30（2018）.7.12

国
民
健
康
保
険
の
「
高
齢
受

給
者
証
」
等
の
更
新

▼
高
齢
受
給
者
証

　

国
保
加
入
者
で
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

に
交
付
す
る
証
で
す
。
7
月
中
に
各
世
帯

に
郵
送
し
ま
す
。

▼
限
度
額
適
用
認
定
証

　

国
保
加
入
者
で
70
歳
未
満
の
方
及
び
「
現

役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
所
得
区
分
に
該
当
す

る
70
歳
以
上
の
方
の
入
院
等
の
１
か
月
の

医
療
費
限
度
額
を
示
し
た
証
で
す
。
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

国
保
加
入
者
で
住
民
税
非
課
税
の
方
を
対

象
に
交
付
す
る
入
院
時
の
食
事
代
や
1
か

月
の
医
療
費
限
度
額
を
示
し
た
証
で
す
。

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
（
70
歳
以
上
の

方
に
は
高
齢
受
給
者
証
と
あ
わ
せ
て
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
）。

※
新
し
い
証
は
8
月
1
日
か
ら
お
使
い
く
だ

さ
い
。

※
期
限
切
れ
の
証
は
各
自
で
破
棄
す
る
か
、

健
康
福
祉
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域

振
興
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
適
用
認
定
証
と
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請
手
続
き

は
、
7
月
20
日
（
金
）
以
降
に
お
願
い
し

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
被

保
険
者
証
」
等
の
更
新

▼
被
保
険
者
証

　

7
月
下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
限
度
額
適
用
認
定
証

　

8
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の
所
得
区

分
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
現

役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
方
の
入
院

等
の
１
か
月
の
医
療
費
限
度
額
を
示
し

た
証
で
す
。
入
院
等
で
自
己
負
担
額
が
限

度
額
（
8
ペ
ー
ジ
の
表
）
を
超
え
る
場
合

は
、
限
度
額
認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
健
康
福
祉
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
地
域
振
興
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
を
対
象
に
交

付
す
る
入
院
時
の
食
事
代
や
1
か
月
の
医

療
費
限
度
額
を
示
し
た
証
で
す
。
現
在
、

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
8
月
以
降
も
引

き
続
き
対
象
と
な
る
方
に
は
、
7
月
下
旬

に
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
送
付
し
ま
す
。
世
帯
員
全
員
が
住

民
税
非
課
税
の
方
で
減
額
認
定
証
を
申
請

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
ま

た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
証
は
8
月
1
日
か
ら
お
使
い
く
だ

さ
い
。

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
給
付
費
の
推
移

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
診
療
報
酬
改
定
と
併
せ
て
２
年
に

１
度
、
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
に
伴
う
保
険
料
の
上
昇
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
医
療
給
付
費
が

年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎医療給付費は、年々上昇の一途をたどっています。
◎医療給付費の約１割を高齢者の保険料でまかなう仕組みとなっています。
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広報しんおんせん（7月号）

―問合せ―　地域包括支援センター　℡ 82-5623　

認知症について一緒に考えてみませんか？

認知症の人が今後も増えていきます

　85歳以上では 4割の人が認知症と推計されてお
り、認知症は誰にでも起こりうる『病気』です。認
知症の人は、ちょっとした手助けがあれば地域での
生活を続けることが可能ですが、まだまだ偏見が
残っており、本人や家族が苦しんでいることもめず
らしくありません。地域で多くの認知症サポーター
を養成し、認知症になっても安心して暮らせるまち
づくりをめざしています。

“ 認知症サポーター ” って何をするの？

　認知症サポーターは、認知症の人とその家族の応
援者です！何かを特別にやってもらうのではあり
ません。認知症を正しく理解し、
認知症の人や家族を温かく見守
る応援者です。オレンジリング
（写真）が目印です！皆さんの理解、ちょっとした
手助け、声かけ、相談窓口への橋渡しなどが、安心
して暮らせる地域づくりにつながります。

皆さんの地域で、認知症サポーター養
成講座（出前講座）を行っています！

▼内容
　認知症を正しく理解するための講義（病気の症状・
　治療・予防、支援のポイントなど）、脳元気ゲーム、
　寸劇など。
▼受講時間　1時間～ 1時間 30分の 1回講座
▼講師　地域包括支援センター職員、認知症キャラ
　バンメイト
▼受講料　無料

但馬長寿の郷開設 20周年記念事業

但馬の健康と福祉を考えるつどい　「認知症セミナーのご案内」

　認知症高齢者は年々増加しており、その治療法や予防の研究が進められています。一方で、認知症になっ
ても住み慣れた地域で暮らし続けるための「地域の支えあい」の重要性も指摘されています。
　このたび、地域住民が認知症の方とコミュニケーションができる手法として注目されている「回想法」
をテーマに認知症高齢者の理解とその対応を学ぶ講演会を開催します。多数のご参加をお待ちしています。

▼と　き　7月 21日（土）午後 1時 30分～ 3時
▼ところ　兵庫県但馬長寿の郷　郷ホール
▼内　容　
　講演「思い出を語り合う回想法を学ぼう～認知症
　　　　予防や世代間交流に向けて～」
　講師：来島修志さん（日本福祉大学健康科学部リ
　　　　ハビリテーション学科助教）

▼対　象　認知症に関心のある一般住民、民生委員、
　　　　　保健・福祉・医療・行政関係職員等
▼参加料　無料
▼定　員　200 名（先着順）
▼申込期限　7月 17日（火）
▼申込み・問合せ…　兵庫県但馬長寿の郷地域ケア課
　℡（079）662-8456

安心して暮らせる地域づくりをめざして…
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広報しんおんせん（7月号）

熱中症は予防が大切です！
　「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調
節がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内で何もしていない時
でも発症し、場合によっては死亡することもあります。熱中症についての正しい知識を身につけ、体調の
変化に気をつけて熱中症を予防しましょう。

―問合せ―　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に）　℡ 99-2940

◆軽度…めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない
◆中度…頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）、虚脱感
◆重度…意識がない、けいれん、体温が高い、返事がおかしい、まっすぐ
　　　　に歩けない

熱中症の症状

熱中症にならないために

◎暑さを避ける

（室内では…）
▼扇風機やエアコンで温度を調節
▼遮光カーテン、すだれ、打ち水
　を利用
▼室温をこまめに確認

（外出時には…）
▼日傘や帽子の着用
▼日陰の利用、こまめな休憩
▼天気の良い日は、日中の外出を
　できるだけ控える

（からだの蓄熱を避けるために…）
▼通気性のよい、吸湿性・速乾性
　のある衣服を着用する
▼保冷剤、氷、冷たいタオルなど
　で、からだを冷やす

◎こまめに水分をとる

　室内でも外出時でも、のどの渇
きを感じていない場合でも、こま
めに水分・塩分・経口補水液（水
に食塩とブドウ糖を溶かしたも
の）などを補給する。

もし、まわりの人が熱中症になってしまったら…。
落ち着いて、状況を確かめて対処しましょう。最初の措置が
肝心です。

（環境省「熱中症環境保健マニュアル 2018」を参考に新温泉町作成）

熱中症になったときには（熱中症の応急処置）



10

H30（2018）.7.12

広報しんおんせん（7月号）

町政のうごきから

　新温泉町税条例と新温泉町国民健康保険税条例の一部を改正しました。今回の改正のポイントを
お知らせします。　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ―問合せ―　税務課　℡ 82-3113

区分 所得割 資産割 均等割
（1 人当たり）

平等割
（1 世帯当たり） 限度額 1 世帯当たり

平均
1 人当たり

平均
医療保険分

（国保に加入するすべての方）
7.48％
（8.02）

－
（9.12）

26,200 円
（28,000）

20,200 円
（22,000）

58 万円
（54 万）

合計
93 万円
（89 万）

147,603 円
（154,547）

96,795 円
（99,700）

後期高齢者支援金分
（国保に加入するすべての方）

0.92％
（0.85）

－
（0.96）

3,300 円
（3,000）

2,500 円
（2,400）

19 万円
（19 万）

介護納付金分
（国保に加入する40歳以上65歳未満の方）

2.91％
（2.71）

－
（4.49）

14,600 円
（13,200）

7,700 円
（6,900）

16 万円
（16 万）

＜平成 30 年度税率・税額一覧＞　（　）内は、平成 29 年度の税率等

新温泉町税条例・新温泉町国民健康保険税条例一部改正のお知らせ

■ 町税条例改正のポイント

■ 町国民健康保険税条例改正のポイント

たばこ税の見直し

所得が少ない世帯への軽減　　　　

平成 30 年度の国民健康保険税の税率等
・国民健康保険の制度改革により、平成 30 年度から県が国民健康保険の財政運営の主体となりました。
・平成 28 年度から段階的に引き下げてきた資産割額を廃止し、所得割額・均等割額・平等割額の 3 方式と

しました。
・国民健康保険財政調整運用基金から 3,000 万円の繰入れを行うなど、被保険者の負担軽減を図ることで、

昨年度に比べ税額が減額となりました。

・世帯の所得金額が基準額以下の場合、１人当たりの「均等割額」、１世帯当たりの「平等割額」が所得金額に
　応じて軽減されます。
・軽減を受けるには、前年分の所得を申告していることが必要です。

◎たばこ税率の引上げ
　紙巻きたばこ 1 本当たり 1 円ずつ計 3 円が

平成 30 年 10 月 1 日から 3 段階で引上げら
れます。（右表のとおり）

軽減割合
軽減対象となる所得の基準額

平成 29 年度 平成 30 年度（改正）

７割軽減 世帯の所得が33万円以下の世帯 世帯の所得が33万円以下の世帯

5割軽減 世帯の所得が33万円+（27万円×被保険者数）以下の世帯 世帯の所得が33万円+（27万5千円×被保険者数）以下の世帯

2割軽減 世帯の所得が33万円+（49万円×被保険者数）以下の世帯 世帯の所得が33万円+（50万円×被保険者数）以下の世帯

　※国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した方の人数と所得を含めて算定します。

現行
改正後

H31.10.1 H32.10.1 H33.10.1

地方のたばこ税 6,122 円 6,622 円 7,122 円 7,622 円

県たばこ税 860 円 930 円 1,000 円 1,070 円

町たばこ税 5,262 円 5,692 円 6,122 円 6,552 円
国のたばこ税 6,122 円 6,622 円 7,122 円 7,622 円

計 12,244 円 13,244 円 14,244 円 15,244 円
※たばこ1箱（20本入り）当たり20円ずつ、3段階で計60円引上げられます。

◎加熱式たばこの課税方式の見直し
　加熱式たばこについても、平成 30 年 10 月

1 日から 5 年かけて段階的に見直されます。

（税率：1,000 本当たり）
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

し
お
か
ぜ
通
り
に
サ
ク

ラ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植

え
て
は

　
「
し
お
か
ぜ
通
り
」
に
町
木
の
「
ク

ロ
マ
ツ
」
を
植
え
て
い
ま
す
が
、
見

た
目
が
き
れ
い
で
な
い
た
め
、
サ
ク

ラ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
を
植
え
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
（
全
部
の
植
え
替
え

が
難
し
け
れ
ば
１
本
お
き
に
す
る
な

ど
）。「
ク
ロ
マ
ツ
」
は
松
林
を
大
事

に
し
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。

（
64
歳　

女
性
）

　
「
し
お
か
ぜ
通
り
」
は
、
浜
坂
市
街

地
を
南
北
に
走
る
幹
線
道
路
と
し
て
平

成
3
年
3
月
に
完
成
し
ま
し
た
（
旧
浜

坂
町
）。
役
場
庁
舎
の
正
面
に
位
置
し
、

『
白
砂
青
松
１
０
０
選
』
に
選
ば
れ
た

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
松
林
へ
通
じ

る
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
の
道
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
沿
い
に
植
え

る
樹
木
は
町
木
で
も
あ
る
「
ク
ロ
マ

ツ
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
当
時
決

定
さ
れ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ロ
マ
ツ
は
、
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
よ
う
な
華
や
か
な
花
は
咲
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
根
元
に
咲
く
花
は

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
お
世

話
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
麒

麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
頃
に
は
青
空

と
ク
ロ
マ
ツ
の
緑
と
色
鮮
や
か
な
花
が

み
ご
と
に
マ
ッ
チ
し
て
素
晴
ら
し
い
景

観
を
創
り
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
は
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
と

い
う
こ
と
で
魅
力
的
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
「
ク

ロ
マ
ツ
」
を
維
持
管
理
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

（
建
設
課
長　

山
本
輝
之
）
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

第
19
回
「
宇
野
雪
村
賞
」

全
国
書
道
展

　

前
衛
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍

し
た
宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た

め
、
第
19
回
「
宇
野
雪
村
賞
」
全
国
書

道
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
数　

１
人
２
点
ま
で

※
未
発
表
の
作
品

▼
作
品
題
材

①
規
定
課
題　
「
繋
」「
勧
」「
進
」「
新
風
」

②
自
由
課
題　

題
材
は
自
由

▼
応
募
資
格

◇
一
般
の
部　

大
学
生
以
上

◇
学
生
の
部　

中
・
高
校
生

▼
応
募
方
法　

書
体
、
形
式
は
自
由
。

未
表
装
（
ま
く
り
の
ま
ま
）。
作
品

の
右
下
に
出
品
票
を
添
付
。

▼
応
募
期
限　

９
月
8
日
（
土
）
必
着

▼
寸
法

　

半
切
、
全
紙
１
／
２
大
の
い
ず
れ
か

▼
出
品
料
（
１
点
に
つ
き
）

◇
一
般
の
部　

1
０
０
０
円

◇
学
生
の
部　
　

３
０
０
円

※
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
証
書
（
普
通

　

小
為
替
証
書
で
も
可
）
で
郵
送
す
る

　

こ
と
。

▼
表
彰
式　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

第
19
回
「
宇
野
雪
村
賞
」
全

　

国
書
道
展
実
行
委
員
会
・
奎
星
会

　

▼
応
募
・
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

郷
土
の
先
人
を
顕
彰
し
て

　
　

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

宇野　雪村

第
24
回
「
前
田
純
孝
賞
」　

　

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

　

次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土
の
生
ん
だ

歌
人
前
田
純
孝
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
次
の
と
お
り
第
24
回
「
前
田
純

孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　
「
人
を
愛
す
る
歌
」「
学
校

生
活
を
う
た
う
」「
ふ
る
さ
と
の
四

季
を
う
た
う
」
の
い
ず
れ
か

▼
応
募
作
品
数　

１
人
２
首
ま
で

※
未
発
表
の
作
品

▼
対
象　

中
・
高
校
生
、
高
等
専
門
学

校
生
、
大
学
生
、
短
期
大
学
生
、
大

学
院
生
、
専
修
学
校
生
、
各
種
学
校

生
（
予
備
校
生
も
含
む
）
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
可

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
か
、
Ａ
４
版
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
を
使
用

▼
出
品
料　

無
料

▼
作
品
集　

佳
作
以
上
の
入
賞
作
品
に

つ
い
て
は
、
作
品
集
を
作
成
し
、
入

賞
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

11
月
30
日（
金
）※
消
印
有
効

前田　純孝
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

山陰海岸ジオパーク館
空調設備修繕工事 芦屋 空調設備修繕工事…1.0式 6,987,600 平成 30年 5月 18日…～…

平成 30年 7月 13日 上島プロパン㈱

937-13
スゲタ 2農地復旧工事 塩山 農地復旧工事…L=19.0m 4,536,000 平成 30年 5月 25日…～…

平成 30年 12月 25日 ㈲田中土建

937-14
スゲタ 3農地復旧工事 塩山 農地復旧工事…L=22m 4,557,600 平成 30年 5月 25日…～…

平成 30年 12月 25日 ㈲村尾土建

937-1029
奥田道路復旧工事 中辻 道路復旧工事…L=12.5m 2,970,000 平成 30年 5月 25日…～…

平成 30年 12月 25日 ㈲村尾土建

浜坂温泉主配湯所
№ 2貯湯槽改修工事 浜坂

貯湯槽…SUS製…容量：180kl…
寸法：内径φ6200×高さ
6700H

88,560,000 平成…30…年…6…月…2…日…～…
平成…31…年…3…月…22…日 株本建設工業㈱

937-1004
丹土道路復旧工事 丹土 道路復旧工事…L=15m 3,942,000 平成 30年 6月 11日…～…

平成 30年 12月 25日 ㈲西村住建工業

937-1010
八山道路復旧工事 塩山 道路復旧工事…L=19m 2,948,400 平成 30年 6月 11日…～…

平成 30年 12月 25日 ㈲田中土建

（平成 30 年 5 月 16 日～平成 30 年 6 月 15 日契約分）

こ
ち
ら
町
長
室

　
（
7
月
3
日
執
筆
）

　

新
温
泉
町
内
で
、
海
外
の
投
資
フ
ァ

ン
ド
に
よ
る
風
力
発
電
の
建
設
計
画
が

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
総
額
２
０
０
億

円
以
上
で
21
基
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
設
予
定
地
は
、
主
に
熊
谷
川
の

両
岸
の
熊
谷
か
ら
高
山
に
い
た
る
山
頂

沿
い
で
す
。
風
車
の
高
さ
は
プ
ロ
ペ
ラ

を
入
れ
る
と
１
５
０
ｍ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。
工
事
な
ど
に

よ
る
経
済
的
な
効
果
、
固
定
資
産
税
が

増
え
る
な
ど
の
一
方
で
、
環
境
保
全
の

面
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

大
規
模
工
事
に
よ
っ
て
が
け
崩
れ
な
ど

災
害
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。
水
質
汚

染
、
水
害
の
危
険
性
、
植
物
や
生
物
へ

の
影
響
、
工
事
に
伴
う
交
通
事
故
の
増

大
、
さ
ら
に
は
計
画
さ
れ
て
い
る
20
年

間
の
稼
働
後
は
放
置
す
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
な
ど
、
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
21
基
も

の
巨
大
な
人
工
構
築
物
が
、
こ
の
自
然

豊
か
な
町
に
全
く
似
合
わ
な
い
こ
と
で

す
。

　

６
月
17
日
、
第
19
回
全
日
本
か
く
れ

ん
ぼ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
時

は
７
８
０
人
も
い
た
参
加
者
は
今
回

２
９
９
人
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
に
は
大
い
に
満
足
さ
れ
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
が

増
え
る
た
め
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　

6
月
に
予
定
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
た
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
、
募
集
30

人
に
対
し
19
人
し
か
な
く
中
止
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浜
坂
駅
の
１
日

当
た
り
の
乗
車
人
数
は
、
合
併
し
た
平

成
17
年
が
４
９
４
人
、
平
成
28
年
は

２
６
３
人
で
し
た
。
鉄
道
利
用
客
の
半

減
は
町
全
体
の
実
態
を
よ
く
表
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
県
土
木
で
浜
坂
北
小
学

校
か
ら
浜
坂
駅
ま
で
の
道
路
整
備
計

画
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
町
の
顔
で

あ
る
浜
坂
駅
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

新
温
泉
町
長
　
西
村
銀
三

※「
こ
ち
ら
町
長
室
」の
動
画（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
版
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
町

長
の
部
屋
→
こ
ち
ら
町

長
室
』で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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但馬地域こうのとり大使による

縁結び交流会
▼と　き　9月 30日（日）
　　　　　午前 11時～午後 3時 30分
▼ところ　但馬長寿の郷（養父市八鹿町）
▼対象者　県内に在住・在勤の独身男女
　　　　　（男性は45歳以下の但馬在住・在勤）
▼定　員　男女各 15名
　　　　　（応募者多数の場合は抽選）
▼内　容　１対１のトーク、ランチタイム等
▼参加費　男性 2,000 円　女性 1,500 円
　　　　　（食事、イベント費）
▼申込期限　9月 4日（火）
▼申込方法
◇申込用紙を FAX または郵送（申込書は但馬
県民局ホームページからダウンロード可）
◇電子メールに「住所・氏名（ふりがな）・年
齢・性別・電話番号・勤務先・勤務先市町名」
を記載して送信 (tajima_habatan@seishonen.
or.jp)
※あいサポ会員はひょうご出会いサポートセン
ターホームページからお申込みできます。

▼申込み・問合せ
　但馬出会いサポートセンター
　（開館日時：水、　木、土曜の午前 9時～午後 5時 15分）
　〒 667-0044　養父市八鹿町国木 594-10
　　　　　　　　但馬長寿の郷内
　℡（079）662-7701　Fax（079）662-7703

H30（2018）.7.12

▼試験日時　９月 9日（日）
　　　　　　午後 1時 30分～
▼試験会場　但馬長寿の郷（養父市八鹿町）
▼申込期限　8月 20日（月）
▼受  験  料　1,000 円
※学生は無料、10名以上の団体申込は 1割引
▼検定内容　１級・２級・３級
※１級は２級合格者、２級は３級合格者が対象
▼申込方法
　「第 13 回但馬検定」パンフレット添付の受
験料振込用紙が申込書となっています。パン
フレットは役場企画課・温泉総合支所・観光
協会等に設置しています。
※学生の方、団体申込みの場合は、協会へ電話・
ＦＡＸ・電子メールでお申込みください。

▼合格発表
　10 月中旬に受験者全員に合否の結果を通知
　します。
▼特典　合格者には認定書と特製バッジを送付
します。また、1級合格者には但馬ファンク
ラブ会員券（3年）、２級合格者には但馬ファ
ンクラブ会員券（1年）を進呈します。

▼問  合  せ
　（公財）但馬ふるさとづくり協会
　℡…（0796）24-2247　Fax…（0796）24-1613
　電子メール　tjm-furusato@tajima.or.jp

【広告】

第 13 回但馬検定
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国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

国民年金保険料は納期限までに
納めましょう

　平成 30 年 4 月分から平成 31 年 3 月分までの国
民年金保険料は、月額 16,340 円です。
　保険料は、日本年金機構から送られる納付書によ
り、金融機関・郵便局・コンビニで納めることがで
きます。また、クレジットカードによる納付やイン
ターネット等を利用しての納付、そして便利でお得
な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限まで
に納めていただけない方に対して、電話、書面、面
談により早期に納めていただくよう案内を行ってい
ます。
　未納のまま放置されると、納付を督促する文書（督
促状）を送付し、指定された期限までに納付がない
場合は、延滞金を課すだけでなく、納付義務のある
方※の財産を差し押さえることがありますので、早
めの納付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、
免除される制度や猶予される制度がありますので、
役場町民課（℡ 82-5621）または温泉総合支所地域
振興課（℡ 92-1131）へご相談ください。
※納付義務者は被保険者本人。世帯主・配偶者は連
帯して納付する義務を負います。

　暑い夏の初め、田井川河口の白馬公園はピンク
色の小さな花に彩られます。15 年ほど前に見か
けたときは花の可愛さに感動しましたが、しばら
くの間は名前がわからない謎の野草でした。標本
庫にお尋ねしたところ、最初はベニバナヒメリン
ドウ、次の年はヒメハナセンブリ、次にベニバナ
センブリ、その後に現在のハナハマセンブリ（花
浜千振）に落ち着きました。原産は地中海沿岸で、
北米でもよく広がり、日本へは 2005 年頃に九州
で帰化が確認されたそうです。町内では白馬遊歩
道、保養荘下の空き地で 2003 年夏に初標本が記
録されています。その後、年ごとに数を増し、今
ではあちらこちらで見かけるようになりました。
　全体に無毛で、高さは 20 ～ 30㎝、茎はわず
かに翼のある４陵があり、内部は中空になってい
ます。上部でよく分枝し、茎先に直径 8㎜の 5裂
した合弁花を多数つけ、花の中心は白く、雄しべ
5本の黄色い葯

やく

がよく目立ちます。葉は先の尖っ
た長卵形で無柄。長さ 3～ 3.5㎝、ふちは全縁（ぎ
ざがない）で茎を抱き十字対生しています。十字
対生とは葉が 90度に向きを変えて茎に順々に対
生してつくことです。果実は鞘に包まれ、熟すと
２裂して細かな種を飛ばします。
　本種によく似たベニバナセンブリ（紅花千振）
があるそうですが、こちらは２年草で、花は直径
11㎜、花時に根生葉があることなどで見分けら
れるそうです。また、名前にセンブリ（千振）と
ありますが、どちらも苦みはないようです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ハナハマセンブリ
（リンドウ科）

 野草散歩（91)

当たってにっこり
地元もほっこり

　サマージャンボ宝くじの売上金
の約 4 割は、県内市町の住み良い
まちづくりに活用されています。
売上金は、各都道府県の販売実績
等に応じて交付されますので、ぜ
ひ、兵庫県内の宝くじ売り場でお
買い求めください。

▼発売期間　7月 9日（月）～ 8月 3日（金）
▼問  合  せ　（公財）兵庫県市町村振興協会
　　　　　　℡（078）322-1151
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「7月のおすすめの本」
ご案内

白き糸の道
澤見彰著/新潮社

　田舎の貧しい家から奉公に出た15歳の
少女お糸は、運命的に出会った一人の青
年と共に、その利発さと度胸で養蚕業の
発展に大きく関わることになる。江戸の
時代を背景に働く女性の喜びや苦しみを、
お糸の波乱万丈な人生を通して描いた胸
を打つ時代小説。

限界を作らない生き方
武藤将胤著/成文堂新光

　身体中の筋肉が動かなくなって呼吸も
できなくなる難病のALS（筋委縮性側索
硬化症）を27歳で発症した著者は、絶望
の後、どこにでも行く自由と未来をあき
らめず「ALSと共に進化し続ける生き方」
を実践している。できることを最大化し、
テクノロジーを駆使する彼の魂の記録。

農の仕事は刃が命
　農産魚村文化協会　編集・発行

　鎌、はさみ、包丁、ノコギリ、刈り払
い機など、毎日使う刃物の構造と研ぎ方、
目立の仕方などの管理を知ることはとて
も重要。もっと効率よく作業し、道具を
長持ちさせるための大事なコツを写真や
イラストで丁寧に解説。付属の DVD で
画像でも見られる便利な本。

胸キュンスカッと
百瀬しのぶ著 / 集英社

　高校 2 年生の夏、林間学校で気になる
彼と暗い山道で〈肝試し〉をすることに
なる「恋の林間学校」などドキドキハラ
ハラする恋と青春の 5 つの物語を掲載。
TV 放送で人気の「胸キュンスカッと」が
青春ラブストーリーとしてノベライズ本
になりました。

身近なものでできる自由研究かんたんじてん
　左巻健男 指導 / 成美堂出版

　「食べ物を作って調べる簡単な実験」や
「植物・動物などをテーマに気軽にできる
観察」、「オリジナルの芳香剤や貯金箱な
どの楽しい工作」、「リサイクルやフルー
ツの調査」など身近なものを使って誰に
でもチャレンジできる自由研究を多数紹
介しています。

…

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251
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鳥取大学サイエンス・アカデミー 　　 
図書館でライブ中継による聴講ができ
ます。
◆7月28日（土） 午前10時30分～正午
　『技術者の延長線上にあるもの～地

域貢献・次世代へのバトン・充実感
～』 （講師：技術部統括技術長　丹松
美由紀さん）

浜坂高校のお兄さんお姉さんのおはなし会
浜坂高校の就業体験生のお兄さんやお
姉さんが、楽しいおはなし会（絵本の
読み聞かせ、紙芝居、折り紙工作等）
をします。
◆8月1日（水）　午後2時～
1 日図書館員のおはなし会　　 
かわいい一日図書館員さん（小学4 ～ 6
年生）による絵本の読み聞かせや紙芝
居、簡単な折り紙などをします。
◆8月4日（土）　午後2時～
休館日のお知らせ 　　 　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

夏休みの宿題特設コーナー　      
夏休みの宿題に役立つ本として『自由
研究の本』『読書感想文の本』『工作の
本』のコーナーを7月1日から設置して
います。ぜひご活用ください。なお、
多くの方にご利用いただくため、貸出・
予約とも各コーナーごとに一人2冊ま
でとします。ご理解ください。

7 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日
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◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　

お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
姫

島
を
中
心
と
し
た
海
域
を
含
む
東
西
14

㌔
、
南
北
6
㌔
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

姫
島
は
、
約

30
万
年
前
以
降

の
火
山
活
動
に

よ
っ
て
生
ま
れ

た
4
つ
の
小
島

が
砂
州
で
つ
な

が
っ
た
島
で
、

「
火
山
が
生
み

出
し
た
神
秘
の

島
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
す
。
火
山
活
動
の
痕
跡
、

砂
州
の
地
形
を
利
用
し
て
発
達
し
た
産

業
や
生
態
系
な
ど
と
と
も
に
、
神
秘
さ

を
色
濃
く
残
す
姫
島
の
歴
史
・
文
化
や

人
々
の
暮
ら
し
の
景
観
も
魅
力
で
す
。

　

島
内
随
一
の
景
勝
地
で
あ
る
観
音
崎

で
は
黒
曜
石
の
断
崖
が
あ
り
、
先
史
時

代
に
は
石
器
と
し
て
瀬
戸
内
海
を
中
心

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 98

　

平
成
29
年
5
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
７
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

に
広
い
範
囲

で
流
通
し
、

「
姫
島
の
黒

曜
石
産
地
」

と
し
て
平
成

19
年
に
国
の

天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
屋
根
瓦
の
よ
う
な
模
様

の
地
層
「
コ
ン
ボ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ
」

や
姫
島
の
由
来
で
あ
る
お
姫
様
伝
説

に
ゆ
か
り
の

「
拍
子
水
」
と

呼
ば
れ
る
鉱

泉
、
姫
島
七

不
思
議
の
ひ

と
つ
千
人
堂

な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

▲おおいた姫島の火山

▲黒曜石の産地「観音崎」▲コンボリュートラミナ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｗ
さ
ん
（
60
歳
）
女
性

　

よ
く
利
用
し
て
い
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
懸
賞
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、「
無
料
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
に
当
選
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
妹
と
参
加
し

た
。
観
光
地
を
数
か
所
回
っ
た
後
に
毛

皮
工
場
に
立
ち
寄
っ
た
。
展
示
室
で
高

額
な
毛
皮
商
品
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
購

入
す
る
つ
も
り
が
な
い
と
断
っ
た
。
す

る
と
、
試
着
だ
け
で
も
と
数
点
羽
織
っ

て
み
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
コ
ー
ト
は

よ
く
似
合
っ
て
い
る
と
勧
め
ら
れ
購
入

し
て
も
よ
い
雰
囲
気
に
な
り
ク
レ
ジ
ッ

ト
で
契
約
を
し
た
。
家
に
帰
っ
て
よ
く

考
え
る
と
、
80
万
円
も
の
毛
皮
の
コ
ー

ト
を
着
る
こ
と
も
な
い
し
、
支
払
い
の

こ
と
を
考
え
る
と
夜
も
寝
れ
な
い
。
契

約
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
！

　

営
業
所
等
以
外
の
場
所
で
勧
誘
さ
れ

た
な
ど
、
要
件
を
満
た
せ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
雰
囲
気
に
の
ま
れ
な
い
で
！

　

ま
わ
り
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
た
り
、

旅
行
と
い
う
非
日
常
の
中
で
気
分
が
昂

ぶ
り
、
つ
い
購
入
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
強
く
勧
め
ら
れ
て
も
冷
静
に
な

り
、
本
当
に
必
要
な
も
の
か
を
よ
く
考

え
ま
し
ょ
う
。
不
要
な
場
合
は
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

通
信
販
売
会
社
や
店
舗
な
ど
の
懸
賞

で
当
選
し
、
無
料
ま
た
は
格
安
の
バ
ス

旅
行
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
立

ち
寄
っ
た
施
設
で
高
額
な
宝
石
や
毛
皮

製
品
等
を
契
約
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

無
料
の
日
帰
り
旅
行
の
は
ず
が
…



まちの求人案内

平成 30年 6月 20日現在

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210

㈱マルワ渡辺水産

水産部バイヤー 不問 250 ～ 350
工場内管理業務 不問 180 ～ 250
ルート配送業務 不問 250 ～ 400
鮮魚係 不問 170 ～ 250
配膳係 不問 156 ～ 208

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 40 以下 160 ～ 250
浜坂郵便局 郵便配達 不問 159 ～ 253
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 141 ～ 149
事務職 18以上 141 ～ 149

㈱たじみや 事務職 18 ～ 40 180 ～ 200

フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
スタッフ 18 ～ 35 170 ～ 250

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 45 以下 162 ～ 324

株本建設工業㈱
営業 18以上 250 ～ 350
土木技術者 59 以下 250 ～ 400
土木作業員 18以上 194

㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 155 ～ 230
一般事務職 40 以下 160 ～ 230
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250

にーず 看護職 不問 173 ～ 208
訪問介護職 不問 151

グループホームありがとう 介護員 18 以上 136 ～ 160
㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350
平和焼肉 調理補助・接客 18 以上 200 ～ 250
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
岩本興業 土木作業員 40以下 173 ～ 281
㈱菊池組 現場監督・技術監督 不問 168 ～ 300
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 250 ～ 300
乙野運送㈱ 運転手 18 以上 165 ～ 296

㈱スタミナフードサービス 店舗管理 不問 350
接客・調理業務 不問 250

石匠　眞心庵 石材施工員 不問 143 ～ 205
ぷろじぇくと Plus 障がい者就労・生活支援 不問 154
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205

（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱ バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18以上 192 ～ 227
管理栄養士 不問 174 ～ 203

㈱西沢製作所 溶接工 18以上 146
㈲清美社 下水道維持管理他 18 以上 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱ 土木技術者 18以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18以上 156 ～ 195

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱警備ひゃく 交通警備 18以上 143 ～ 164
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 18 以上 147 ～ 156
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 145 ～ 160
アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

レストランスタッフ 45 以下 188 ～ 259
調理 45以下 208 ～ 280

㈱光商会 ガソリンスタンドスタッフ 59 以下 154 ～ 258
㈱みさき 営業 18～ 30 206 ～ 235
㈲寺谷建設 土木作業員 18～ 35 190 ～ 260

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,100
レジ係 不問 1,000 ～ 1,200
惣菜係 不問 1,100 ～ 1,200
フロント係 不問 1,000 ～ 1,100
接客・配膳係 不問 900～ 1,200

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 850 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 850 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 850 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 850 ～ 900
事務職 不問 850 ～ 1,000

㈲西浦建築 設計業務 不問 850 ～ 900
㈱北兵庫 運転手 18 以上 844
フジッコ㈱ 製造職 不問 845 ～ 850
浜坂観光協会 観光推進員 不問 878
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950

にーず 訪問介護職 不問 850
看護職 不問 1,100

㈱メフォス 給食調理補助 69 以下 850 ～ 1,000
㈱スタミナフードサービス 接客・調理業務 不問 1,000
杉本生花店 配送業務 不問 844

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
浴場管理 18 以上 850
まかない調理 不問 850

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン 不問 900 ～ 1,000

施設管理、洗い場 不問 850 ～ 950
清掃、送迎運転 不問 850 ～ 900
ナイトフロント 18 以上 900 ～ 950
売店スタッフ 18 以上 900

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 950 ～ 1,100

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 845～ 875
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300

ケービックス西日本㈱ ホテル・旅館作
業リーダー候補 不問 845

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050
㈱西沢製作所 補助作業員 不問 850 ～ 870
アイケー電機㈱ コイルテーピング作業 不問 852

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
沢田医院 医療事務 不問 160 ～ 200

立道建設㈱
現場監督員 18 ～ 64 230 ～ 346
重機運転手 18 ～ 64 184 ～ 300
土木作業員 18 ～ 64 184 ～ 230

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職・幹部候補 35 以下 162 ～ 224

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18以上 191 ～ 211
看護師 不問 199 ～ 264

井上自動車整備㈱ 自動車整備等 18 ～ 35 145 ～ 200
㈱温泉町夢公社 施設管理業務 不問 150 ～ 175
森脇牧場 畜産業 35以下 170 ～ 220

　（常　用）

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。

▼開館時間　午前8時30分～午後8時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735



性的少数者はあなたの身近にいないのか？』などを改
めて問題提起していただきました。さらに、『社会全
体で見た男女の地位に関するアンケートで「男性優位
社会」だと回答している割合が、「地域社会」で73％、
「家庭生活」で77％、「職場」で85％となっている』『日
本では、男性の一日の育児時間が平均約40分であり、
育児休暇取得率が伸びていかない。このことは企業の
責任なのか、社会全体の意識が低いのか、あるいは、
昔からそうしてきたという意識が強すぎるのか。どこ
に原因があるか、今こそ私たちは真剣に考えるときで
ある』『昔は保育園の先生は保母と呼ばれ女性の仕事
であったが、そこになぜ男性はいなかったか、冷静に
考えれば不思議なことである。看護の仕事もまた同様
で、今では看護師と呼び名を変え、男性もたくさん勤
めているが昔はそうではなかった。このことも不思議
なことである。私らしく生きることができる社会とは、
性別に関わりなく多様な生き方が選択できる社会であ
る。その上で、今私たちにできることは、①社会・職
場・地域の現状を知ること、②自分がしたいことがで
きているか、我慢していないかを常に意識すること、
③個々の特性を認め合う土壌作りをすること、④今ま
での慣習にとらわれないネットワーク作りをすること
である。私たちはなぜ研修をするのか。それは私たち
の意識を変え、社会を変えるためである。人権意識が
高い地域ほど地域が活性化している』など、多くのこ
とを学ぶことができた研修会でした。

新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館…℡…82-3328

第 1 回新温泉町人権啓発指導員会・研修会を開催

　5月 29日、文化会館で、本年度の第 1回人権啓発
指導員会・研修会を開催しました。最初に、本年度新
規に選出された４名の人権啓発指導員の方々に副町長
から委嘱状を交付しました。そして、指導員会の役割
と本年度の取組等について共通理解し、人権啓発指導
員の皆さんには、本年度に各地区で行われる人権学習
会等で講師を務めていただくことをお願いしました。
　研修会では、本年度の人権啓発DVD「あした咲く」
（テーマ：女性の人権）を視聴した後、とっとり震災支
援連絡協議会事務局長の佐藤淳子さんから「男女共生
社会」についての講話を聞きました。DVDでは、姉（専
業主婦）と妹（独身会社員）の対立、父との対話、地域
の人々とのふれあいなどを通して、異なる視点や価値
観があることを学ぶことができました。また、講話で
は、『男女共生社会は、「職場や地域において、自分で
生き方を選択し、全ての人が互いに人権を尊重し、個
性と能力を十分に発揮できる社会」であること』を学
び、『子育ては女性の仕事か？その責任は女性にある
のか？家事・育児より外で仕事するほうが厳しいの
か？女性には管理職は向かないのか？ LGBTのような

　同和問題をはじめとする様々な人権課題の解決を目的として、6月 3
日、浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場で「第 22回交流グラウンドゴ
ルフ大会」を開催し、58人の地域住民の皆さんが参加しました。当日は、
夏を思わせるような暑さの中、参加者の皆さんは、慣れない芝生コース
にもかかわらず日ごろの腕前を十分に発揮し、好成績が続出するととも
に、和気あいあいに交流を深めることができました。グラウンドゴルフ
でいい汗を流した後は、文化会館に会場を移し、表彰式と盛大な懇親会
を行い、さらなる交流を深めることができました。大変有意義な一日で
した。参加者の皆さんに感謝するとともに厚くお礼申し上げます。
◆上位入賞者　優　勝　楠田英孝さん（中本町）　打数 41
　　　　　　　準優勝　西谷正尚さん（中本町）　打数 44　　　　　　
　　　　　　　第 3位　沼田和子さん（七釜）　　打数 47
◆ホールインワン
　楠田英孝さん、藤田春恵さん、重安光則さん、山本昭さん、中村直輝さん

第 22 回交流グラウンドゴルフ大会を盛大に開催
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百歳おめでとうございます
　7月 1日、百歳を迎えられた井上みつさん（鐘尾）に
西村町長、社会福祉協議会の代表が祝品を届けました。
　井上さんは、現在特養養護老人ホーム「ゆむら」（歌長）
に入所されていますが、98歳まではご自宅で過ごされ
ていました。毎日の楽しみは “食べること ”。食欲旺盛
で好き嫌いなく何でも食べられ、特にイチジクが大好物
のようです。若いころは、葉たばこ栽培など農作業を頑
張っておられ、今でも畑のことが気になり、施設の方に
「畑の手伝いに出たい」とお話しされるそうです。

　６月 29…日、浜坂漁業協同組合で「第 9次インドネシ
ア漁業実習生修了証書授与式」が行われ、お世話になっ
た船主や漁協関係者、後輩の実習生に見守られながら、
15人の実習生に修了証書が手渡されました。実習生た
ちは一人ずつ順番に日本語でお礼を述べ、別れを惜しみ
ながら参加者と握手や抱擁を交わしていました。昨年
11月施行の新制度で実習期間が最大 2年間延長されて
おり、今回修了したうちの 6人と昨年に 3年間の実習
を修了した 2人は、8月から再び実習に参加します。

3年間の漁業実習を終えて

魚料理を身近に感じて
　6月28日、漁村文化の継承学習としての「魚料理体験」
が浜坂南小学校で行われ、5・6年生 22 人が参加しま
した。浜坂漁業協同組合の青壮年部と女性部の丁寧な指
導を受け、刺し身包丁でアカイカを薄く切って刺し身に
したり、かき揚げの下準備としてホタルイカの目を取り
除いたり、アゴをすりつぶして団子を作ったりするなど
の調理に挑戦しました。完成した美味しい料理を味わっ
た後は、濱根青壮年部長による楽しい講話があり、海や
魚・漁業に対する理解や関心を深めることができました。

　6月 21 日、浜坂体育センターで「宇都野学園大運動
会」を行い、学園生ら約 100 人が参加しました。全 15
種目中 12種目が得点種目で、地区で分けられた 4チー
ムによる“真剣 ”勝負が繰り広げられました。
　「ビンころがしリレー」では、急げば急ぐほど真っす
ぐに転がってくれないビンに悪戦苦闘しながらも、懸命
に次の選手へと繋いでいました。どの種目も、笑顔のあ
る和気あいあいとした雰囲気の中で行われ、童心にかえ
り、無理はせずとも楽しく体を動かすことができました。

童心にかえって心の輪を広げる
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間近で堪能！プロのハーモニー

　日本文化に触れる機会を提供するため、日本語教室「に
ほんご広場ハピタン」が企画した「紙すき体験」が、６
月 9日に浜坂先人記念館以命亭で行われ、教室の外国
人学習者やボランティアらが参加しました。香美町村岡
区で「射添紙」の復活に取り組んでいる本多秋香さんが
講師を務め、参加者は、原料を溶かした液を「簀

す

桁
げた

」と
呼ばれる道具ですくい取って形を整えるなど
の作業を体験し、色紙や花びらなどで飾った
オリジナルの手すき和紙を完成させました。

まるごと美味しいハタハタ

　5月 30…日に夢ホールで行った「クラシックパーク
Vol.18 クインテット・アッシュ（木管五重奏団）コンサー
ト」に先立ち、28…日・29…日の 2日間、町内の 4小中
学校で出演者による訪問演奏を行いました。
　温泉小学校では全校生が体育館に集まり、楽器ごとの
音色や特徴などをクイズ形式で学んだり、五重奏にアレ
ンジした生演奏で校歌を合唱したりするなど、ホルン、
オーボエ、フルート、クラリネット、ファゴットで構成
する美しいハーモニーを堪能しました。

紙すき体験で日本文化に親しむ

　町内の小学 4年生を対象に毎年行っている飛行機体
験（コウノトリ但馬空港⇔大阪空港）が今年も始まりま
した。5月 31 日は、浜坂北小学校 2班の 29 人が新型
機 ATR42-600（5 月 7 日就航）に搭乗。座席数が増え
た新型機は広めの革張りシートや静かなエンジン音など
快適性が向上。また、翼が窓の上にあるため、どの窓か
らも景色が楽しめます。児童たちは、「雲の上を飛んで
いる」「大阪城が見えた」など空から見る景色に感激し
ながら、片道約 30分のフライトを満喫しました。

新型機で快適な空の旅

　地元で水揚げされたハタハタの美味しさを知ってもら
おうと、浜坂漁協の船主組織「浜坂機船底びき網漁協会」
がハタハタ 2,270 匹を学校給食センターに無償提供。5
月 31日、香味揚げにして各小中学校に提供しました。
　照来小学校では、修学旅行中の 6年生を除く 1～ 5
年生がランチルームでその美味しさを味わい、「あまり
食べたことがなかったけどおいしい」「海の味がする」
など大好評。骨や尻尾までカラッと揚がったハタハタを
まるごと食べていました。
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お
知
ら
せ

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間

　

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
、今
年
で
68
回
目
を
迎
え
ま
す
。

特
に
7
月
は
そ
の
強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
考
え
、
参
加
す

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

　

域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進
め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

　

り
を
支
え
よ
う

▼
問
合
せ

　

美
方
保
護
区
保
護
司
会
事
務
局　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
０
０
３
４

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
0
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ……

健
康
福
祉
課…

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

平
成
30
年
大
阪
府
北
部
地
震

災
害
義
援
金
の
受
付

　

6
月
18
日
に
発
生
し
ま
し
た
平
成
30

年
大
阪
府
北
部
地
震
の
被
災
地
を
支
援

す
る
た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援

金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
全
額
を
被
災
地

に
お
届
け
し
ま
す
。

▼
募
金
箱
の
設
置
場
所
（
18
施
設
）

　

役
場
本
庁
舎
、
温
泉
総
合
支
所
、
浜

坂
多
目
的
集
会
施
設
、
文
化
会
館
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
、
サ
ン
シ
ー
ホ
ー

ル
浜
坂
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
、

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
、
浜
坂
先

人
記
念
館
、
ま
ち
歩
き
案
内
所
松
籟

庵
、
公
立
浜
坂
病
院
、
す
こ
や
か
～

に
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
、

夢
千
代
館
、
薬
師
湯
、
但
馬
牧
場
公

園
、八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
受
付
期
限　

8
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
関
す
る

相
談
窓
口

　

大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
倒
壊
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
兵
庫
県
で
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

に
関
す
る
相
談
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
関
し
て
相
談
が
あ

る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

但
馬
県
民
局
ま
ち
づ
く

り
建
築
第
１
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
５
５

※
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
eb.pref.hyogo.lg.jp//ks29/
w
d30_000000094.htm

l

）
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
安

全
点
検
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
わ

か
り
に
く
い
こ
と
は
専
門
家
の
相
談

窓
口
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係　

℡
82
‐
３
１
１
５
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夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

～
や
さ
し
さ
と
笑
顔
で
走
る
兵
庫
の
道
～

　

７
月
15
日
（
日
）
～
24
日
（
火
）
の

10
日
間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を

1
件
で
も
減
ら
す
た
め
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
重
点
的
な
取
組

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

◇
自
転
車
の
交
通
安
全

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
問
合
せ　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

広報しんおんせん（7月号）
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第
51
回
文
教
府
夏
期
大
学

▼
と
き　

８
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
10
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

▼
講
師

①
歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教
育
学
博
士

　

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

　
「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と
～
地

域
の
国
際
化
と
子
供
の
未
来
～
」

②
日
本
野
鳥
の
会
会
長
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

　

柳
生
博
さ
ん

特
養
は
ま
さ
か
の
里　

　
〝
夏
祭
り
〟
開
催

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
夏
祭
り
。
屋
台
や
舞

台
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
催
し
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
5
日
（
日
）

　
　

正
午
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
さ
か
の
里

　

℡
82
‐
５
５
３
３

海
難
事
故
防
止
の
お
願
い

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
海

へ
遊
び
に
行
く
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。

　

海
難
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
疲
れ
て
い
る
と
き
や
飲
酒
し
た
と
き

は
絶
対
に
海
に
入
ら
な
い
。

◇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
と
き

は
、「
出
港
前
の
エ
ン
ジ
ン
・
燃
料

等
の
点
検
」、「
常
時
見
張
り
の
徹

底
」、「
故
障
に
備
え
た
救
助
支
援
者

の
確
保
」を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、

大
学
通
信
教
育　
　
　
　

秋
期
合
同
入
学
説
明
会

　

大
学
通
信
教
育
を
行
う
私
立
大
学
、

大
学
院
、
短
期
大
学
（
計
61
校
）
の
合

同
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
25
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ

　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト
10
階

※
参
加
校
等
の
詳
細
は
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.uce.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　
（
公
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

℡
（
03
）
３
８
１
８
‐
３
８
７
０

学
校
給
食
試
食
会

　

学
校
給
食
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た

募　

集

だ
く
た
め
、
学
校
給
食
試
食
会
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
は
、
初
め
て
夜
に
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
24
日
（
火
）

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

▼
内
容　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説

明
、
献
立
の
説
明
、
給
食
の
試
食

▼
献
立　

ご
は
ん
、
さ
ば
の
み
そ
煮
、

浜
坂
ち
く
わ
の
グ
ラ
タ
ン
、
ミ
ル
ク

お
か
ら
、
ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ
、
か
き
玉

ス
ー
プ
、
ク
レ
ー
プ
、
牛
乳

※
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
を
試
食
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
普
段
の
給
食
よ
り
量
を

減
ら
し
て
、品
数
を
増
や
し
ま
し
た
。

▼
試
食
費　

３
０
０
円
（
当
日
支
払
）

▼
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　

上
履
き
、
箸

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

電
話
申
込
み

▼
そ
の
他

◇
食
材
の
都
合
上
、
申
込
期
限
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
会
場
へ
は
各
自
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
１
３
９
７

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る
郷
～
明
日
の
ふ

る
さ
と
但
馬
の
創
生
～
」

▼
会
員
券

　

２
０
０
０
円
（
当
日
２
２
０
０
円
）

▼
会
員
券
販
売　

　

浜
坂
公
民
館
・
温
泉
公
民
館

▼
問
合
せ　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

◇
事
故
が
発
生
し
た
と
き
や
発
見
し
た

と
き
は
、
迷
わ
ず
素
早
く
「
１
１
８

番
」
へ
通
報
す
る
。

▼
問
合
せ　

舞
鶴
海
上
保
安
部

　

℡
（
０
７
７
３
）
76
‐
４
１
２
０
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第　

回
新
温
泉
町

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
記
録
会

▼
と
き

　

８
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

▼
種
目　

◎
個
人　

自
由
形
、
平
泳
ぎ　

　
　

25
ｍ
、
50
ｍ
、
男
女
・
学
年
別

▼
入
館
料

◇
町
内
の
小
・
中
学
生　

無
料

◇
町
外
の
小
・
中
学
生　

３
０
０
円

◇
一
般
（
町
内
在
住
）　

３
０
０
円

◇
一
般
（
町
外
在
住
）　

６
０
０
円

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９

13

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
期
間

　

７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
30
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
休
館
日

地
産
地
消
料
理
教
室

　

な
す
や
ピ
ー
マ
ン
な

ど
の
夏
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き

　

8
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

新
温
泉
町
い
ず
み
会

▼
参
加
費　

３
０
０
円

▼
持
ち
物

　

米
1
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

７
月
23
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

温
泉
公
民
館
講
座　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
や
目
的
に
合
わ

せ
た
2
つ
の
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

『
よ
く
わ
か
る
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

２
０
１
３
』

▼
と
き

　

7
月
30
日
（
月
）
～
8
月
3
日
（
金
）

　

午
後
3
時
～
5
時

▼
使
用
教
材　
「
よ
く
わ
か
る
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
２
０
１
３
基
礎
」（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
）

▼
受
講
対
象

　

一
般
成
人
で
文
字
入
力
の
で
き
る
方

『
よ
く
わ
か
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
』

▼
と
き

　

7
月
30
日
（
月
）
～
8
月
3
日
（
金
）

　

午
後
7
時
～
9
時

▼
使
用
教
材　

教
材
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
講
対
象

　

一
般
成
人
で
文
字
入
力
の
で
き
る
方

◎
共
通
事
項

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

各
講
座
と
も
２
５
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
な
教
室
あ
り
）

▼
講
師　

パ
ソ
コ
ン
タ
ッ
チ
塾
鳥
取
教
室

▼
定
員　

各
講
座
15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
申
込
み

▼
申
込
期
限　

7
月
24
日
（
火
）

▼
そ
の
他　

パ
ソ
コ
ン
は
準
備
し
ま
す
。

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

一
日
図
書
館
員
体
験

　

町
内
の
小
学
4
～
6
年
生
を
対
象
と

し
て
「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。
本
や
図
書
館
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
人
は
、
夏
休
み
の
思
い
出
に
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

8
月
4
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
内
容　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、

　

読
み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど

▼
定
員　

４
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

　

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
申
込
期
限　

7
月
28
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

◎
団
体　

自
由
形

　
　

男
女
別
編
成
（
１
チ
ー
ム
４
名
）

▼
参
加
料　

小
・
中
学
生　

無
料

　

高
校
生
・
一
般…

５
０
０
円

▼
申
込
期
限

　

８
月
2
日
（
木
）
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アクロバティックなプレーを体感！　ふれあいビーチサッカー教室・大会    開催
　ビーチイベントの普及と親子のふれあい、地域・世代を越えた交流を目的として開催します。
　青い海と白い砂のコートで熱戦が繰り広げられます。多くの方のご声援をお願いします。
　★と　き　8 月 25 日（土）、26 日（日）いずれも午前８時 30 分～
　★ところ　浜坂県民サンビーチ特設会場
●ふれあいビーチサッカー教室　参加者募集（当日受付可）
　ビーチサッカー日本代表選手らを講師に、ビーチサッカーの基本を指導します。
　◇とき　8月 23 日（木）、24 日（金）午後 4時 30 分～ 6時（受付：午後 4時～）
　　　　　　　25 日（土）午前 10 時～午後 4時 30 分（受付：午前 9時～）
　※ 25 日は空きコートで 3回に分けて実施します。（気温等で時間変更の場合あり）
●ふれあいビーチサッカー大会

●ボランティアスタッフ募集
　ビーチサッカー FESTA の大会運営に協力いただける方を募集しています。
　◇対　象　中学生以上で意欲のある方。各日 20 名（先着順）
　◇内　容　会場設営・撤収、試合の運営（受付、記録、得点係、コート整備など）
　◇その他　イベント傷害保険に加入。当日の昼食、飲料、協賛グッズ支給

ー問合せー　大会事務局（生涯教育課内）　℡ 82-5629　E-mail　sanin_bsn@town.shinonsen.lg.jp

日　程 クラス／参加チーム数（予定） 対　　　象

8月 25 日
（土）

キッズ／ 6チーム 小学 1～ 3年生
ジュニア／ 6チーム 小学 4～ 6年生
エンジョイ／ 6チーム 楽しむことを目的に参加するチーム
シニア・ミックス／ 8チーム 40 歳以上の方が 2名以上参加

8月 26 日
（日）

レディース／ 6チーム 女性
キッズ／ 6チーム 小学 1～ 3年生
ジュニア／ 6チーム 小学 4～ 6年生
エンジョイ／ 6チーム 楽しむことを目的に参加するチーム

昨年の大会の様子

スポーツ振興くじ
助成事業

秋
に
歌
い
奏
で
る　
　

「
も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

明
る
い
音
楽
・
歌
声
響
く
町
と
し
て
、

日
頃
学
ん
で
い
る
も
の
を
演
奏
し
、
歌

い
、
発
表
す
る
こ
と
で
、
音
楽
活
動
を

通
し
て
音
楽
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

お
互
い
の
心
の
交
流
を
図
り
、
感
性
を

豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る

「
も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

※
時
間
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
対
象　

町
内
の
学
校
及
び
音
楽
愛
好

　

者
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
等

▼
出
演
時
間　

約
７
分

▼
申
込
方
法

　

申
込
書
を
温
泉
公
民
館
に
提
出

▼
申
込
期
限　

８
月
9
日
（
木
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
体
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
効

果
が
高
い
有
酸
素

運
動
で
す
。
水
中

で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
水
圧
で
体
に
負

荷
が
か
か
る
た
め
、
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
よ
り
も
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
ま

す
。
ま
た
、
水
の
浮
力
で
膝
や
腰
に
か

か
る
負
担
も
少
な
く
天
候
に
も
左
右
さ

れ
な
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。「
１
人
で
は
運
動
が
続

き
に
く
い
」「
お
腹
の
周
り
が
痩
せ
た

ら
い
い
の
に
…
」と
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　

9
月
26
日
、
10
月
3
日
、
10
日
、
17

日
、
24
日
、
31
日
、
11
月
7
日
、
14

日
、
21
日
、
28
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

▼
内
容　

30
分
間
の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ（
教
室
の
中
で
栄
養
学
習
も
実
施
）

▼
対
象　

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る

75
歳
以
下
で
、
関
節
に
痛
み
が
な
い
方

※
今
ま
で
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

が
優
先

▼
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

▼
申
込
み

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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✿ 平成30年に『金婚式』を迎えられるご夫婦へ ✿
　町敬老祝福事業の一環として、9 月の高齢者保健福祉
月間に実施する「平成 30 年度金婚夫婦祝福事業」の対
象に該当するご夫婦の受付を行います。
　町と町社協から祝品を贈呈しますので、ご希望の方は
申込みいただきますようご案内します。
▼実施日　９月 13日（木）
▼対象者　町内在住の昭和 44年に婚姻されたご夫婦
▼実施方法　申込みいただいた方のご自宅へ職員が訪問
　し、祝品をお渡しします。
※訪問時間等につきましては、別途お知らせします。
▼申込方法　右の「申込書」に必要事項を記入の上、提
　出してください。
▼申込期限　７月 31日（火）
※申込みがない場合、祝品は贈呈いたしません。
▼申込み　健康福祉課　福祉係　℡ 82-5620
　　　　　温泉総合支所　地域振興課　℡ 92-1131

　平成 30 年度金婚夫婦祝福事業申込書

夫

フリガナ

氏　名

生年月日 昭和　　年　　月　　日

妻

フリガナ

氏　名

生年月日 昭和　　年　　月　　日

結婚記念日
（又は届出日） 昭和……44…年　　月　　日

　現住所

　〒　　－　
　　新温泉町　　　　　　　　　　番地

　　　　　　　　　　　　（　　　　　町）

　電話番号　（0796）　　　　－

き　り　と　り

磯
の
生
き
物
観
察
会

▼
と
き
・
と
こ
ろ

※
一
日
の
み
の
参
加
も
可

①
貝
博
士
に
な
ろ
う
！

　

8
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

　

塩
谷
海
水
浴
場

　
（
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
前
集
合
）

②
ヒ
ト
デ
博
士
に
な
ろ
う
！

　

8
月
2
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

　

塩
谷
海
水
浴
場

　
（
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
前
集
合
）

夏
休
み
！
ま
ち
あ
る
キ
ッ
ズ

「
手
作
り
ラ
イ
ト
教
室
」

　

夏
休
み
の
工
作
に
か
わ
い
い
ラ
イ
ト

を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

7
月
24
日（
火
）、27
日（
金
）、

31
日
（
火
）、
8
月
3
日
（
金
）、
7

日
（
火
）、10
日
（
金
）、14
日
（
火
）、

17
日
（
金
）、21
日
（
火
）、24
日
（
金
）、

28
日
（
火
）、
31
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
制
作
物　

手
作
り
和
風
ラ
イ
ト

▼
参
加
費　

5
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上

▼
定
員　

各
日
8
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

ま
ち
歩
き
案
内
所
『
松
籟
庵
』

　

℡
80
‐
１
１
２
６

③
イ
カ
博
士
に
な
ろ
う
！

　

8
月
3
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

文
化
会
館

※
イ
カ
の
解
剖
を
し
て
、
そ
の
後
イ
カ

カ
レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員　

各
日
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

各
日
8
０
０
円（
材
料
費
、

保
険
料
等
）

※
同
伴
の
保
護
者
は
無
料

▼
講
師
・
申
込
み
・
問
合
せ

　

ジ
オ
ｓセ
ン
テ
ン
ス

ｅ
ｎ
．ｓ
但
馬
因
幡
探
究
ク
ラ
ブ

　

松
岡
千
都
さ
ん
（
浜
坂
）

　

℡
（
０
９
０
）
３
６
８
８
‐
４
２
０
０

※
持
ち
物
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
但
馬
支
所

夏
休
み
こ
ど
も
セ
ミ
ナ
ー

張
り
子
の
猫
作
り

　

自
分
だ
け
の
張
り
子
の
猫
を
作
る
と

と
も
に
、
猫
の
飼
い
方
や
行
動
学
を
学

び
ま
し
ょ
う
！

▼
と
き　

8
月
20
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

小
学
1
～
4
年
生

▼
定
員　

20
名

▼
申
込
期
限　

8
月
10
日
（
金
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
‼
一
日
獣
医
さ
ん

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
獣
医
さ
ん
の

お
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

▼
と
き　

8
月
27
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

小
学
５
～
６
年
生

▼
定
員　

15
名

▼
申
込
期
限　

8
月
17
日
（
金
）

―
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
但
馬
支
所

　
（
養
父
市
堀
畑
５
８
７
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
６
‐
８
０
７
１

夏
休
み
土
木
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー 

　
 　

 　
　

in  

香
美
・
新
温
泉

　

新
温
泉
土
木
事
務
所
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
管
内
の
土
木
事
業
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
集
合
場
所　

兵
庫
県
新
温
泉
庁
舎

　
（
新
温
泉
土
木
事
務
所
）

▼
内
容

◇
余
部
鉄
橋
「
空
の
駅
」（
事
業
概
要

説
明
・
記
念
撮
影
等
）

◇
「
味
原
川
と
あ
じ
わ
ら
小
径
」
の
地

域
の
取
組

◇
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
橋
の
点
検

（
ド
ロ
ー
ン
操
作
体
験
等
）

※
借
上
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

１
０
０
名
程
度
（
申
込
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
7
月
15
日
以
降
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
へ
の
給
餌
体
験

▼
と
き　

8
月
25
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

▼
内
容　

飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
へ
の
餌
の

　

配
合
と
給
餌
を
体
験

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
５
６
６
６

※
参
加
条
件
、
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就
農
希
望
者
向
け　
　
　

　
　

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　

ひ
ょ
う
ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
が
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の

心
構
え
を
話
す
ほ
か
、
県
や
市
町
、
県

内
の
農
業
法
人
等
が
個
別
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
県
内
で
農
業
を
始
め
た
い
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ　

神
戸
国
際
会
館
9
階

　
（
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
8
丁
目
1
‐
6
）

▼
申
込
期
限　

8
月
17
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

　

子
メ
ー
ル
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

※
詳
細
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

web.pref.hyogo.lg.jp/nk04/170806.
htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
農
業
経
営
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
１
９
４

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
×
エ
ネ
ル

ギ
ー
実
践
ス
ク
ー
ル
（
高
校
生
・

ユ
ー
ス
短
期
集
中
コ
ー
ス
）

▼
と
き

◇
１
日
目　

8
月
20
日
（
月
）

◇
2
日
目　

8
月
25
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
稽
古
堂

▼
内
容　

澁
澤
寿
一
さ
ん
（
渋
澤
事
務

所
代
表
）
に
よ
る
講
座
、
先
輩
ト
ー

ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
対
象　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

関
心
が
あ
る
、
高
校
生
・
大
学
生
な

ど
ユ
ー
ス
の
方

▼
定
員　

30
名
程
度

▼
主
催　

ひ
ょ
う
ご
持
続
可
能
地
域
づ

　

く
り
機
構
（H

sO

）

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

hso-t.com
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
環
境
政
策
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
４
２
１
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試　

験

平
成
31
年
度
採
用　
　
　
　
　
　

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員
募
集

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

消
防
吏
員　

4
名
程
度

▼
受
験
資
格　

18
～
24
歳
の
者

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
3
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
除
く

▼
一
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

香
住
文
化
会
館
（
香
美
町
）

▼
受
験
申
込
書
交
付
場
所　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
、役
場
総
務
課
、

温
泉
総
合
支
所

▼
問
合
せ　

美
方
広
域
消
防
本
部

　

管
理
課　

℡
92
‐
０
１
１
９

第
13
回
新
温
泉
町　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
と
き

　

７
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

健
康
公
園
す
こ
や
か
ド
ー
ム

▼
参
加
料

◇
一
般　

１
ペ
ア　

１
０
０
０
円

◇
中
高
生　

１
ペ
ア　

５
０
０
円

※
参
加
料
に
傷
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
23
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
１
６
１
６

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
と
き

◇
身
体
障
が
い
者
対
象（
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
イ
ン
テ

リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
）　

8
月
5
日
（
日
）

　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
30
分

◇
知
的
障
が
い
者
対
象（
総
合
実
務
科
）

8
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）

　
（
午
前
の
部
）
9
時
～
11
時
30
分

　
（
午
後
の
部
）
１
時
～
3
時
30
分

※
午
前
・
午
後
と
も
同
一
内
容

▼
内
容

　

見
学
、
概
要
説
明
、
体
験
実
習

▼
対
象　

障
が
い
の
あ
る
方
及
び
保
護

者
、
支
援
関
係
者
等

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.hyoushou.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

国
立
県
営
兵
庫

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　
　

　

℡
（
０
７
２
）
７
８
２
‐
３
２
１
０

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

夏
休
み
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
と
き　

8
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

※
8
月
7
日
（
火
）
～
12
日
（
日
）
は
、

個
別
面
談
の
受
け
入
れ
あ
り
。

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
内
容

◇
研
究
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
入
試
に

つ
い
て
の
説
明

◇
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

◇
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研
究
紹
介

◇
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交
流

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ

ス
経
営
部
学
務
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー「
や
さ
し
い
日
本
語（
防
災
）」

　

外
国
人
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
学
び
ま

す
。

▼
と
き　

7
月
30
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
役
所

▼
対
象

　
日
本
語
支
援
者
、
教
職
員
、
区
長
、

　

民
生
委
員
、
行
政
職
員
等

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お

　

℡
（
０
７
９
６
）
20
‐
４
０
３
７

兵
庫
県
警
察　

高
校
生
対
象

１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

▼
と
き　

7
月
30
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
南
警
察
署
（
豊
岡
市

　

昭
和
町
7
‐
5
）

▼
内
容　

業
務
説
明
、
警
察
学
校
の
紹

介
、
採
用
案
内
、
庁
舎
見
学
、
護
身

術
体
験
等

▼
対
象　

高
校
生
、
高
等
専
門
学
校
生

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話

※
詳
し
く
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.police.pref.hyogo.

lg.jp/saiyo/event/one-day-intern-
high/index.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
警
察
本
部

　

警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０
‐
１
４
５
‐
３
１
４
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兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
　

平
成
31
年
度
入
学
者
募
集

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
将
来
的
に
携
わ
る
能
力
と

意
欲
に
満
ち
た
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

◇
博
士
前
期
課
程　

大
学
卒
業
者
（
見

込
み
含
む
）、
も
し
く
は
同
等
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
社
会
人
経

験
者
や
留
学
生

◇
博
士
後
期
課
程　

修
士
課
程
を
修
了

も
し
く
は
同
等
の
学
力
の
あ
る
方

▼
募
集
人
員　

博
士
前
期
課
程
12
名
、

博
士
後
期
課
程
2
名

▼
出
願
資
格
認
定　

　

7
月
15
日
（
日
）
～
29
日
（
日
）

▼
願
書
受
付　

　

8
月
1
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

▼
試
験
日
時

　

8
月
25
日
（
土
）
午
前
11
時
～

▼
試
験
会
場　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
キ
ャ
ン
パ
ス
、
神
戸
商
科
キ
ャ
ン

パ
ス
（
神
戸
市
西
区
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
立
大
学　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

▼
採
用
時
期　

平
成
31
年
４
月

▼
一
次
試
験　

９
月
23
日
（
日
）

▼
内
容

　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
、
航
空
課

程
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
、
管
制
課

程
、
海
洋
科
学
課
程

▼
対
象

　

平
成
30
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
5
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
31

年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
等

▼
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
17
日
（
火
）
～
26
日
（
木
）

◇
郵
送
・
持
参

　

７
月
17
日
（
火
）
～
19
日
（
木
）

▼
問
合
せ

　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

平成 30 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

看護師ま
たは准看
護師

4名 看護業務 日額……9,500円 介護老人保健施設ささゆり
満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

平成30年8月1日から
平成30年9月30日まで

（更新あり）

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

介護員 4名 介護業務

資格のある方
日額……8,000円

資格のない方
日額……7,200円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
介護福祉士資
格（資格のな
い方でも応募
可能です）

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

※年齢は、平成 30年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　※免許等を要する職種については、免許等の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　7月 12日（木）から 7月 23日（月）まで
◇面接日時　7月 25日（水）午後 5時から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111



30広報しんおんせん（6月号）

7 月号
vol.154

H30（2018）.7.12

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

編
集
・
発
行
／
新
温
泉
町
役
場
　
　
〒
669-6792　

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
2673-1	

		ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.tow
n.shinonsen.hyogo.jp

　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）　
　
　
tel（

0796）82-3111（
代
）			　

fax（
0796）82-3054　

　
			※
機
種
に
よ
り
一
部
ご
覧
に
な
れ
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル
					info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

5 月 16 日～ 6 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

　　　●まちのうごき●　 　7月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 14,016 14,713 （－32）

　男 （人） 6,624 7,011 （－16）
　女 （人） 7,392 7,702 （－16）

世帯数（世帯） 5,188 5,703 （－14）

▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動
数を加減し、町内に居住していると推計される人口

▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数
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固定資産税第 2 期
国民健康保険税第 2 期
納期限 7 月 31 日（火）

税務課　℡ 82-3113

　他の保険に加入または脱退を
した場合、国民健康保険の脱退
または加入の手続きが必要です。
　そうした場合は速やかに役場
窓口で手続きを行ってください。
▼窓口
　健康福祉課　℡ 82-5620
　温泉総合支所……地域振興課
　℡ 92-1131


